
日　時　11月10日㈭　18時30分
会　場　しらおい創造空間「蔵」（本町１－７－５）
入場料　前売り3,500円、当日4,000円
申し込み・問い合わせ
　　　　Ｅメール　yumecafe@blue-salmon.com
　　　　☎０９０－２６９１－０６６８

　同ふるさと納税は、「地方創生応援税制」として、
企業が町が実施する「まち・ひと・しごと創生活用事
業」に寄付する仕組みです。町が同ふるさと納税とし
て受領したのは今回が初めてです。
　同社（高木勉代表取締役）は、道内を中心に飲食店
「焼肉徳寿」を展開し、グループ会社の徳寿ファーム

取締役は「若者の定住促進などの事業に活用してほし
い」と話していました。（10月７日）

は森野地区で黒毛
和牛の生産牧場、
ファームレストラ
ン「ＫＡＮＴＯ」
を運営しています。
　100万円の寄付
に対し町は感謝状
を贈り、高木代表

ウーマンラッシュアワー村本大輔の
“反逆のStandup Comedy LIVE”in白老

日　時　11月12日㈯　９時30分（９時受け付け）
　　　　※荒天の場合は中止
会　場　萩の里自然公園センターハウス
対　象　子どもから大人まで（未就学児は保護者同伴）
内　容　ノコによる森の手入れ、まき割り体験、
　　　　たき火で焼いも、マシュマロ焼き
参加費　200円（保険料など）　定　員　20人
持ち物　手袋、飲み物、おやつなど（無料貸し出
　　　　しヘルメットあり）
申し込み　下記に電話またはファクスで申し込みし

てください（ファクスの場合は、氏名、
住所、電話番号、年齢、性別を記入して
ください）。

主　催　萩の里自然公園管理運営協議会
詳　細　萩の里自然公園センターハウス
　　　　☎・ファクス　８４－２２２２
　　　　（火、木曜日を除く10時～15時）

萩の里自然公園「里山で遊ぼう」

企業版ふるさと納税で感謝状
梨湖フーズ株式会社が100万円寄付

　白老町パークゴルフ協会（原松雄会長、90人）と白
老パークゴルフクラブ（山手大輔代表）から、姉妹都
市振興に93,700円の寄付を受けました。

　とまこまい広域農業協同組合（宮田広幸代表理事組
合長）から、新米50kgの寄贈を受けました。お米は
粒の大きさやおいしさ、栄養などにこだわったブラン
ド米「たんとうまい」。堀弘幸代表理事専務は「今年

　室蘭経営研究会（小金澤昇平会長）から、町内小学
校に「はたらくくるま」など絵本８冊、土木に関する
図書（全３巻）２セットの寄贈を受けました。同会は

　仙台藩白老元陣屋資料館友の会（川西政幸会長）か
ら、陣屋跡に所在する樹齢160年超の赤松の管理事業
費６万円の寄付を受けました。同会は平成19年から資
料館窓口で銘菓「赤松せんべい」を販売し、益金の一
部を寄付。川西会長は「赤
松は本町の生き証人なので、
せん定や整備のために使っ
てほしい」と話していまし
た。（10月14日）

　９月10日に開催した愛好
者チャリティー大会に参加
した74人の参加費全額と白
老、虎杖浜パークゴルフに
設置した募金箱への善意
を寄せていただきました。
（９月21日）

も力強い支援をいただき、
おいしいお米を作ることが
できました」と話していま
した。新米は町内の幼稚園
や保育園の給食に提供され
ます。（10月５日）

令和２年度から胆振、日高
管内の教育委員会に図書を
寄贈しています。小金澤会
長は「建設業に興味を持つ
きっかけになってほしい」
と話していました。（10月
12日）

まちづくり 協力に感謝
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姉妹都市振興に寄付

幼稚園などに新米寄贈

絵本と図鑑を小学校に寄贈

陣屋跡赤松の管理に寄付


